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これまでの活動のふり返りと
2021年のワークショップの進め方



人生100年時代とは？
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Introduction

参考）リンダ・グラットン＆アンドリュー・スコット(2016) LIFE SHIFT, 東洋経済新報社
参考）Human Mortality Database, University of California, Berkeley(USA) and Max Planck Institute for Demographic Research (Germany). Available at www.mortality. org
参考）厚生労働省「簡易生命表」Available at https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/life18/index.html
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2007年生まれの子どもの半数が到達する年齢

なぜ平均寿命は上昇しているのか

主な国の平均寿命の推移

1840年以降、10年毎に平均2～3年のペースで平均寿命が増加。

・子どもの死亡率の低下（結核、天然痘等の抑え込み）

・中高年の慢性疾患の対策（心臓血管系、癌）

・高齢にまつわる病気の克服

⇒これからは「身体のモニタリング」「健康管理の進展」、さ
らに「遺伝子改変」「３Dプリンタ臓器移植」等による寿命上昇
が予想されている。



人生100年時代とは？
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Introduction



人生100年時代のヒトに訪れる変化

4

Introduction

身体の変化

精神の変化

行動の変化働き方の変化

暮らし方の変化

コミュニティ
の変化

他者との付き
合い方の変化

自然環境の
変化

都市環境の
変化

住宅環境の
変化

Ex) 長寿、健康
年齢の増加

Ex) 老いの考え方、
働くことの意識

Ex) 人生のマル
チステージ化
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人生100年時代は
望ましい将来なのか？



ヒトが変わる。社会・自然も変わる。
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Introduction

参考：https://www.huffingtonpost.jp/2016/08/10/world-map-wealth_n_11419268.html
参考：https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001189.000005176.html

https://www.huffingtonpost.jp/2016/08/10/world-map-wealth_n_11419268.html
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どのようにしたら人生100年時代に
「豊かな」くらしを実現すること

ができるか

それを支える都市・インフラは
どのようなものか



東工大産学連携プログラム「人生100年時代の都市・イ
ンフラ学」
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Program

人生100年時代の人の「豊かさ」とは何なのか？
人生100年時代の人の暮らし方、働き方、学び方はどのように変わっていくのか？
人生100年時代を支える都市やインフラはどのようにあるべきか？
都市・インフラ領域で世界をリードするためには、近未来に向けて、我々は何をすべきか？

【統括】
中井検裕教授・学院長（都市計画）

【コーディネーター】
真野洋介准教授（住環境・まちづくり）
室町泰徳准教授（都市交通計画）
浅輪貴史准教授（都市・建築環境）

【ファシリテーター】
十代田朗教授（都市・地域計画、観光計画）
野原佳代子教授（言語学、翻訳理論）
鼎信次郎教授（水循環、地球環境変動）

【企画・運営・事務】
坂村圭特任助教（都市計画）
米山晋（URA）

【参加企業（敬称略、順不同）】
旭化成ホームズ／アールアイエー／大林組／
オカムラ／鹿島建設／共立メンテナンス／
久米設計／佐藤総合計画／清水建設／大成建設／
竹中工務店／東急不動産／戸田建設／
トヨタ自動車／西松建設／日建設計／日本設計／
日本電気／東日本旅客鉄道／前田建設工業／
三井不動産／三菱地所／森ビル

企業・団体等

外部専門家

東工大学生

知の融合



東工大産学連携プログラム「人生100年時代の都市・イ
ンフラ学」
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東工大産学連携プログラム「人生100年時代の都市・イ
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東工大産学連携プログラム「人生100年時代の都市・イ
ンフラ学」
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【Originality 1】

ヒトの変化と豊かさから
都市・インフラを考える



これまでの都市・インフラのビジョンを超える
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Originality 1

東京都「東京の都市づくりビジョン」https://www.toshiseibi.metro.tokyo.lg.jp/kanko/mnk/

１国際競争力を備えた都市
活力の維持・発展

２持続的発展に不可欠な地
球環境との共生

３豊かな緑や水辺に囲まれ
た美しい都市空間の再生

４独自性のある都市文化の
創造・発信・継承

５安全・安心で快適に暮ら
せる都市の実現

６都民、区市町村、企業や
ＮＰＯ注1等の多様な主体の
参加と連携

東京の都市づくりビジョン－魅力とにぎわいを備えた環境先進都市の創造－ (2009)



これまでの都市・インフラのビジョンを超える

Originality 1

生理的安定

安全

自己実現

感知（身体性）

社会的欲求承認欲求

行動

歩く／さわる／食べる

／話す／寝る／・・・

感情／解釈／評価（思考）
（記憶）

豊か？幸せ？

都市・インフラ 社会環境 自然環境

経済や効率性が先行した都市・インフラのビジョンを超える

ヒトの変化と豊かさから都市ビジョンを考える
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【Originality 2】

分野・領域ごとではなく
ライフシーンを切り口に
都市・インフラを考える



これまでの都市・インフラへのアプローチを超える
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Originality 2

これまでの都市行政のアプローチ

…

医
療
・
福
祉

住
宅

ライフシーンというアプローチ
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小
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福
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管理・連携させる
新たな都市・イン
フラを考える

Life Scene＝ライフシーン



これまでの都市・インフラへのアプローチを超える
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Originality 2

分野・領域別の都市行政の限界を超える

ヒトを中心に社会も自然も同時に考えるためのライフシーン

それを管理、連携させる、基盤となる都市・インフラを考える

出会いコミュニケー
ションの豊かさ

働くことから
得られる豊かさ

住まいで大切な人
と暮らす豊かさ

移動体験で感じる
豊かさ

学ぶことの
豊かさ

自然とのふれあい
がもたらす豊かさ
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未来予測ではなくて
ありたい将来像に向かうための

都市・インフラを考える

【Originality 3】



これまでの都市・インフラのイノベーションを超える
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Originality 3

既存技術

将来技術

将来のあるべき姿

ヒトの変化に応じ
た豊かさの実現

＝

地球的制約
国際的制約

現
在

未
来

社会ニーズの把握

これまでの未来予測：
技術ニーズとプレイヤーが不変を前提

STEP
STEP

社会課題の解決
新技術の活用

道程の再設定

バックキャスト＋フォアキャスト



これまでの都市・インフラのイノベーションを超える
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Originality 3

既存技術

将来技術

将来のあるべき姿

ヒトの変化に応じ
た豊かさの実現

＝

地球的制約
国際的制約

現
在

未
来

社会ニーズの把握

これまでの未来予測：
技術ニーズとプレイヤーが不変を前提

STEP
STEP

社会課題の解決
新技術の活用

道程の再設定

バックキャスト＋フォアキャスト

これまでに予測されてきた未来は望ましいものか

技術ではなく豊かさが先行したイノベーションの誘発



21

【2020年Workshop】

人生100年時代の豊かな

6つのライフシーン

（2021年1月開始）



人生100年時代の豊かなライフシーンを考える
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Approach

【2020年度チーム別課題検討の最終報告の成果を引き継ぐ】



人生100年時代の豊かなライフシーンを考える
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Approach

【2020年度チーム別課題検討の最終報告の成果を引き継ぐ】

・社会と技術の進歩を踏まえた人生100年時代の将来予測

・どのような仕組みや場があればありたい未来に近づくか

・人生100年時代都市・インフラを考えるための要点

これまでの成果を深堀りして、人生100年時代のヒトの豊か
さを軸に目指すべき都市・インフラの具体的なデザインと達
成までの道程を考えたい



人生100年時代の豊かなライフシーンを考える
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Approach

【2020年度チーム別課題検討の最終報告の成果を引き継ぐ】

AI・ICTの進歩／リアルに集まる価値の共有／人、人と人の関係が
より重要／リアルなコミュニケーションを行う場としての拠点／人
の集まることの価値を享受できる都市部／仮想空間・アバター・
VRを介したコミュニケーション／超高層建築のリノベーションを
通した新たなコミュニティ／言語のバリアの解決／つながりを求め
る時代／バーチャルコミュニケーションの匿名性の課題／シェア経
済の浸透／マグネットスペース（交流・イベントの場）の整備／助
け合える社会システム／脱孤立社会／触発の場／バーチャル偏向社
会の回避／双方向のコミュニケーション／歓びや価値を気付かせる
場／多様性を受け入れる社会のプラットフォーム／心理的な安心感
／ワクワク感／予期せぬ出会い／選択・分散時代のアゴラ

自由な時間の創出／余暇活動の多様化／自然とゆ
とりのある空間のポテンシャルの向上／郊外・地
方の価値の見直し／農業の見直し／地産地消の推
進／IoTを活用した災害予測／再生可能エネル
ギー／科学技術を駆使した自然との共生／自然と
の共生の場／自然回帰価値／自然災害・地球温暖
化への対応／心を癒す自然／生態系の保全／復旧
力の高いインフラ／避難支援システム／ゼロエ
ミッションタウン／うつのリスクの低減／光・風
邪ができる空間の精神的・身体的快適さ

リモートワーク／ノマドライフ／多
様な働き方／働き方の選択の自由／
場所的制約からの解放／好きな場所
で働く／価値観の多様化／レジデン
スオフィス／シェアオフィス／サテ
ライトオフィス／ワーケーション／
都心に出なくても働ける都市構造／
サードプレイスの環境向上と拠点増
加／健康増進につながる働き方／ビ
ジネスモデルの変化

学び方の自由／都市と地方で教育の
差が生じなくなる／授業のオンライ
ン化／義務教育のあり方の変化／国
内外問わずに学べる／自己実現社会
／リカレント教育の充実／WEB講
演会・セミナー

住まい方の選択の自由／ライフとワークが融合し
た暮らし／生きがいの構築／地域の魅力を活かし
たまちづくり／小さいながらも誇りをもって住め
る地域の価値向上／nLDKからnLWDKへ／個室の
細分化／共有スペースの用途変化／人生のマルチ
ステージ化／住む場所が固定化されなくなる／都
市のコンパクト化や災害リスクを踏まえた居住エ
リアの制限／教育環境による巨樹地選択の幅が広
がる／複数拠点での生活が可能／アートな暮らし

通勤等の受動的な移動からの解放／環境の観点から移動は最小限に
／自動運転／自発的で自由な移動／高齢者等が自由に移動できるモ
ビリティ／移動の負担が軽減／MaaSの進化／人の本能的な欲求か
ら生じる移動（観光など）／VRとリアルが融合した移動／移動体
験のDX／健康のために歩く／自然と歩きたくなる環境／移動傾向
を把握するセンシング／モビリティーによるバリアフリー／パーソ
ナルモビリティーの進化／手段としての移動から目的としての移動
へ／大量交通網の再構築／ラグジュアリな通勤／パーソナルモビリ
ティの集合体としてのマストラ／生活する箱としてのモビリティー
／家ごと動ける／空も移動空間／移動意識の変化／ウエラブルモビ
リティ

働きかた

学びかた

住まいかた

自然とのふれあい 移動・モビリティ

出会いコミュニケーション



人生100年時代の豊かなライフシーンを考える

Approach

生理的安定

安全

自己実現

感知（身体性）

社会的欲求承認欲求

行動

歩く／さわる／食べる

／話す／寝る／・・・

感情／解釈／評価（思考）
（記憶）

豊か？幸せ？

都市・インフラ 社会環境 自然環境

出会いコミュニケー
ションの豊かさ

働くことから
得られる豊かさ

住まいで大切な人
と暮らす豊かさ

移動体験で感じる
豊かさ

学ぶことの
豊かさ

自然とのふれあい
がもたらす豊かさ



ワークショップの形式と特徴
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Schedule

注1）一つのグループに同じ企業から複数名が参加しても構いません。
注2）皆様に参加したいグループを３つ選んでいただき、そのいずれかのグループに割り当てさせ
ていただきます。それぞれのグループが10名程度になるように事務局で調整させていただきます。

①分科会形式

６つのシーンを設定して、6つのグループに分かれてワークショップ
に取り組みます。すべてのシーンを全員で考えるのではなく、最も
取り組みたいシーンを一つ選択して議論します。

②座長と東工大教員の選定

グループに企業代表の座長と東工大教員がそれぞれ1人つきます。グ
ループごとの座長と教員の選定は事務局が行いました。座長を中心
に議論を進め、東工大教員との対話を通じて新しいアイデアを創出
していただきたいと考えています。

③学生とのコラボレーション

各グループのディスカッションには、東工大教員が所属する学生に
も参加していただく予定です。



人生100年時代の豊かなライフシーンを考える

Approach

⑤Output案：特定のライフシーンの豊か
さを支える都市・インフラを導出する

④Discussionのテーマ案：
特定のライフシーンの人生
100年時代の状況を思い浮か
べて誰がどのように「豊か
さ」を享受できるかを議論

①タイトル：人生100年時代に
実現したい豊かなライフシーン

③概要：特定のライフシーンの重要
性と人生100年時代におけるライフ
シーンを取り巻く変化予測や課題

②キーワード：ヒトと都市・
インフラに関わるキーワード



新しい形の出会いとコミュニケーションで人が「ほどよく」つながること

【Group1】

座長：芝田義治様（株式会社久米設計）
担当教員：野原佳代子（言語学・翻訳理論・科学技術コミュニケーション論）

出会いやコミュニケーションは、共感や連帯感また内省、気づき
を生み出し、一人では実感できない豊かさを人生にもたらす。

人生100年時代には人生がマルチステージ化し、ひとりのヒトが
生涯に様々な働き方や暮らし方を経験するといわれている。このよ
うなマルチステージを支える資本の一つが、新たな出会いやコミュ
ニケーションから創出される無形資産である。

現在、私たちはリアルの場とバーチャル空間の双方で出会い、話
し意思疎通をはかっている。しかし、どちらの場においても少なか
らず、人同士のつながりに不安やもどかしさを抱えているのではな
いか。では、人生100年時代の出会いを支え、新たな形のコミュニ
ケーションを生み出す都市・インフラとはどのようなものだろうか。
その全体像と実現への道筋を考えたい。

コミュニケーション 出会い アゴラ

Life Sceneの概要

Discussionのテーマ案 Output案 担当教員からのメッセージ

▷人生100年時代には誰がどのよ
うな出会いと情報を求めているか

▷リアルとバーチャルのコミュニ
ケーションはどう補完し合えるか

▷バーチャル空間が拡大していく
中、人にとって実存が持つ価値と
可能性とは何か

▷人生100年時代に求められる
インフラとしてのコミュニケー
ションツールを検討

▷人生100年時代に人が出会い
交流するアゴラ空間の形をスペ
キュラティブデザイン

分断されて気づく、人との「ほどよ
い」関係・距離感があります。私たち
は物理的な動きを限定され、はからず
もそれぞれ静止した位置から互いを見
つめ直すことができるようになりまし
た。誰とどう、どのくらいつながって
いたいのか。まだ見ぬ、意外なコミュ
ニケーションの形はないか。いろいろ
な角度から考えたいと思います。



やりがいの実感できる仕事にそれぞれの働き方でとりくめること

【Group2】

座長：松本光史様（株式会社日本設計）
担当教員：真野洋介（住環境・まちづくり、都市の形態とデザイン）

働くことはお金を稼ぐためだけのものではなく、やりがいや達成
感をもたらすものである。

しかし、いまの30～50代には現在の仕事にやりがいを感じられな
い人が増えているという。生活のために必要なお金を稼ぐことは必
要だが、消費主義に支配されて、次から次へと新しいモノを買うた
めに働いているだけでは、豊かさは充たされない。

そして、コロナを経験し私たちの働き方は大きく変わりつつある。
これまでにも働き方は大きなパラダイムシフトをしている。19世紀
の終わりまでは1日の労働時間の上限も児童労働の廃止もなかった
が、今では週休2日が当たり前となり生産性は向上している。人生
100年時代の働き方はどのように変わればいいのだろうか。

働き方 オフィス環境

Life Sceneの概要

Discussionのテーマ案 Output案 担当教員からのメッセージ

▷働きがいのある仕事とはどの
ようなものか

▷人生100年時代には誰がどの
ような働き方を求めるか

▷どうすれば自由で柔軟に仕事
や働き方を選択できるようにな
るか

▷働き方の変化によって人が選
択する居住地やオフィスはどの
ように変わるか

▷ライフとワークが相互に好循
環を生み出す都市デザイン

▷やりがいの実感できる仕事と
自由な働き方を支える都市とは

稼ぐための仕事だけでなく、やりが
いのあることに良いかたちで取り組
める環境とそのフィールドになる都
市・地域について考えます。ライフ
シフトと場所、組織の関係だけでな
く、近隣環境、共創、シェアなど、
デザインにつながる視点を持ち、
WSに取り組みたいと思います。

ライフワークバランス



大切な人と日常の喜びを分かち合える住まいに暮らすこと

【Group3】

座長：永野敏幸様（株式会社佐藤総合計画）
担当教員：浅輪貴史（建築・都市環境工学、温熱環境、住環境評価）

大切な人や家族との住まいでのふれあいは、わたしたちの日常に
生活の豊かさを感じさせるものである。

住まいでは様々な活動が日常的に繰り返し行われる。この日常に
こそ感じられる豊かさや、日常から見える未来がある。住まいは雨
風をしのぐためだけのものではなく、家族との関係を強固にし、近
隣コミュニティを構築するための社会的インフラでもある。

住まいは技術革新、社会環境、そして感染症も含めた自然との付
き合い方に応じて大きく変化してきた。コロナ後には地方移住や二
地域居住なども話題にあがっている。人生100年時代にわたしたち
はどのような豊かさを住まいに求めるのだろうか。そしてそれに応
じて住まいのデザインはどのように変化していくのだろうか。

家族との会話 暮らし方 住宅

Life Sceneの概要

Discussionのテーマ案 Output案 担当教員からのメッセージ

▷住まいには安全性や快適性の
ほかにどのような豊かさが求め
られるのか

▷暮らしの豊かさから住まいを
選択できるとしたらどのような
場所に居住するか（なぜそのよ
うな選択になっていないのか）

▷人生100年時代の豊かな暮ら
しを支える住まいのデザインは
どのようなものが考えられるか

▷住まいと近隣環境がどのよう
な関係性を構築することで豊か
な日常が実現するか

コロナ禍を経験し、我々の平凡な日
常がいかに大切であるかを実感する
毎日です。テレワークの普及も、住
まいの在り方を変えるきっかけにな
るかもしれません。そのような日常
を、人生100年時代においてより豊
かにしてゆくための住まいのデザイ
ンを一緒に考えてゆきましょう。

近隣環境



多様な移動体験に身体を誘うモビリティが自由に選択できること

【Group4】

座長：山本師範様（清水建設株式会社）
担当教員：室町泰徳（都市計画・都市施設計画、都市交通計画・交通行動分析、交通と気候変動）

豊かな移動体験は、目的地に到達させてくれるだけでなく、それ
自体が感情を揺さぶる思い出となる。

移動はますます高速化しており、これからのMaaSの進展によっ
てより容易に負担の少ないものになるといわれている。また輸送
サービス、バーチャル空間、VR技術などの発展により、わざわざ
移動しなくても望むサービスが得られるようになりつつある。

ではそのような時代にわざわざ歩きたくなる「道」はどのような
空間だろうか。わざわざ乗りたいと思うモビリティはどのようなも
のだろうか。その際の目的地はどこなのだろうか。人生100年時代
の移動から体験できる豊かさを中心に、都市・インフラのあり方を
考えたい。

歩くこと 移動 モビリティ

Life Sceneの概要

Discussionのテーマ案 Output案 担当教員からのメッセージ

▷人生100年時代にはだれが何
のために移動をするか

▷モビリティは空間的移動サー
ビス以上の豊かな体験になるか

▷移動が与える自然環境への負
荷はどのように軽減できるか

▷人生100年時代に誰も取り残
さないための交通システムとは

▷移動したいと思わせる街路デ
ザインやモビリティのデザイン
とは

学会などでは、通勤や業務など何か
の活動や目的を行うための派生的な
移動に対して、移動自体を目的とし
た本源的な移動への関心が高まって
います。当たり前かもしれませんが。
身近な散歩から遊牧民まで、移動と
人の生について幅広に議論が進めら
れれば幸いです。

街路環境



都市においても自然の多面的な機能を享受できること

【Group5】

座長：中尾俊幸様（株式会社アール・アイ・エー）
担当教員：鼎信次郎（水循環・水資源、水災害、河川計画、地球環境変動）

水の流れを足で受け止めたとき、花が一斉に香りはじめたとき、山の
壮大さに包み込まれたとき。わたしたちには自然の圧倒的な豊かさを感
じる瞬間がある。

一方で、自然は大きな脅威ともなる。特に近年、温暖化や異常気象、
それが関係した大雨や土砂災害が頻発している。人新世に突入した現代
においては、人間活動が環境に与える負荷を念頭に入れてヒトの豊かさ
を考えなければならない。

自然には大気を安定させるだけでなく、食料供給から文化を育む機能
までもが認められている。我が国では都市内農地も都市インフラの一つ
として認められるようになってきた。しかしグリーンインフラをはじめ
とした都市での緑の活用と管理にはまだまだ課題がある。人生100年時
代の都市は、自然をどのように取り込めるだろうか。

自然とのふれあい 防災 グリーンインフラ

Life Sceneの概要

Discussionのテーマ案 Output案 担当教員からのメッセージ

▷人生100年時代にはどのよう
な環境的制約があるか

▷都市の中でどのように自然と
触れ合いたいと思うか

▷誰がどのように自然をマネジ
メントすることが求められるか

▷平時にすべての人が自然から
の豊かさを享受するために都市
に緑をどのようにデザインすれ
ばいいか

▷民有地の緑を適切に活用して
レジリエントな都市インフラを
形成していくにはどのような仕
組みが必要か

未来のことを考える際に、VR/ARな
どのハイテクや、あるいは心・幸せ
などのテーマに目を奪われがちです
が、変わりゆく自然環境という物理
的な側面から逃れられないことも事
実です。そちらの側面について考え
るグループという貴重な役割を果た
したいと考えています。

緑・水環境



100歳になっても能動的に学び挑戦しつづけられること

【Group6】

座長：安藤章様（株式会社日建設計）
担当教員：十代田朗（都市・地域計画学、都市計画史、観光リゾート発達史、観光計画論）

新しいことを理解したとき、新たな技術が身についたときに、自分の
新たな可能性の広がりを実感する。

人生がマルチステージ化する時に、新しい挑戦を支えるものが学習で
ある。少し前までは若年期に教育機関で学習をまとめて終えるのが一般
的だった。しかし人生100年時代には、人生の様々な瞬間で、新たなラ
イフステージに進むための学習が求められる。

学習は教室の中だけで行なわれるものではない。学び方も人それぞれ
で、新しい本に出会うこと、新しい人に出会うこと、新しい仕事に挑戦
することから新たな学習は始まる。新しいライフステージを切り開くた
めの学習を人生のどの瞬間からでも始められるようにするにはどうすれ
ばいいのだろうか。

また学ぶだけではない。これまでこれまで培った経験や知識を基に、
教える立場に立つこともある。特にまちづくりの場ではそうした経験知
が必要とされる。

学ぶこと 自己実現 学習の場

Life Sceneの概要

Discussionのテーマ案 Output案 担当教員からのメッセージ

▷人生100年時代にどのような
人がどのような学習を行いたい
と考えるのか

▷学習に適している場所や都市
とはどのようなところか

▷自由な教育を支える制度や仕
組みとはどのようなものか

▷何歳からでも能動的に学びた
いと思わせる都市環境とはどの
ようなものか

▷既存の教育施設（高校や大
学）はどのように変わるべきか

人生100年時代に皆さんが学び続け
ることは勿論ですが、まちづくりが
住民参加で行われるようになった今、
皆さんがこれまで培った経験や知識
を基に、教える立場に立つこともあ
ると思います。そういったまちづく
り学習のあり方なども議論のネタに
なるかもしれません。



グループ分けについて
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Entry

６つのライフシーンから、自身が興味のある「３つ」のシーンを選択して
ください。希望調査の用紙は、本説明会の終了時にメールで皆様に配布させ
ていただきます。

皆様の希望に最大限配慮して、事務局でグループの人数が均等になるよう
にグループ分けを行わさせていただきます。すべての参加者の希望に添えな
い可能性があることをご理解いただくようお願いいたします。

希望調査用紙の提出期限：１月２７日（水）１３時まで

＊教員、座長は固定で、別のグループに移ることはありません。

＊企業内の参加メンバーが同じグループになるのは困る場合には、事前に事務局にその
旨をお伝えください。



ワークショップの日程
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Schedule

2021年1月21日 15:30-16:30：WS趣旨説明・グループの振り分け＠Zoom

【以降のWSは各回約3時間(14:00-17:00)・東工大会場＋Zoomで実施】

2021年2月22or25日：第1回WS（自己紹介＋人生100年時代のライフシーンの豊かさとは）

2021年3月中旬：第2回WS（豊かなライフシーンを支える都市・インフラとは）

2021年4月中旬：第3回WS（人生100年時代の都市・インフラのデザインと創出方法）

2021年5月中旬：講評会（各グループの議論の共有）

＊各回のディスカッションの詳細な内容や進め方は座長と担当教員に一任しています。

＊WSの会場は、東工大で6つの分かれた部屋を用意します。また、オンラインでの参加
もできるようにzoomの設定をする予定です。

＊2月のWSは、完全オンライン（zoom）実施を想定しています。



本年度のワークショップの位置づけ
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Workshop

多様なシーンを同時に実
現する空間像・都市像・
国土ビジョンとはどのよ
うなものか。

【2021年度】【2020年度】【2019年度】

ヒトが変わると社会・環
境はどのように変わるか。
その時にどのような未来
を選択したいか。

人生100年時代の豊かなライフシーンは具体
的にどのように描くことができるか。また、
そのライフシーンのなかに現れる都市・イ
ンフラはどのようなものか。

人生100年時代の６つの豊かなライフシーン

1)コミュニケーションから考える豊かさ

2) 働き方から考える豊かさ

3) 住まい方から考える豊かさ

4) 移動から考える豊かさ

5) 自然との付き合い方から考える豊かさ

6) 学ぶことから考える豊かさ

あらゆる人の生活の質
をよりよいものにする
ために

ライフシーンを同時に
実現する空間像・都市
像・国土像を考える

●Web講演会を中心に、人生100年時代の都市・インフラの「豊かさ」に関するインプットの機会を設ける

●シンポジウム、ホームページ、報告書などでワークショップの成果を発信する

ライフシーン
の抽出

様々なライフ
シーンの連関
を考える



最終年度を見据えたワークショップの日程
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Schedule

2021.1

Webセミナー
２～３回

Webセミナー
２～３回

第２回
シンポジウム

第３回
シンポジウム

学生イ
ベント

先進事
例視察

2022.32021.102019.4 2021.5

説
明
会

中
間
報
告
会

中
間
報
告
会

最
終
発
表
会

説
明
会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
構
成
と
日
程

主
な
活
動

都市国土ビジョンの提案と
コンセプトブックの作成を
通じた成果のとりまとめ

人生100年時代に求められる
空間（街路、住宅、サード
プレイス等）のデザイン

人生100年時代に求
められる豊かさやラ
イフシーンの抽出

第１期：
あらゆる人の生活
の質をよりよいも
のにするために

第２期：
人生100年時代の
６つの豊かなライ
フシーン

第３期：
ライフシーンを同時
に実現する空間像の
提案

まとめ期：
人生100年時代に求
められる都市像・国
土像の構想

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト



一連のワークショップが目指すこと
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Output Image

① 新規事業創出のもととなるコンセプトブックの制作

人間の身体、感情、行動から考える、３０～５０年後の都市・インフラの
パラダイムシフトを牽引する小冊子を作成する。小冊子の内容となる、人間
の豊かさ、社会に欠かせないライフシーン、変化と革新に対する考え方など
は、ワークショップの中心的な議論とその成果である。

② 企業、教員、学生との間に顔の見えるつながりを創出

企業間での連携、産学連携研究、学生とのつながりを、個人レベルで具体
的に創出する。ワークショップはこれらの強固なつながりを創出するプラッ
トフォームとなる。

③ 未来の都市・インフラ像の社会への提案に向けて

最終年度のシンポジウムや書籍の発刊を通じて、本プログラムの取り組み
を広く社会に周知することを計画している。一連のワークショップでの議論
は、その基底となる予定である。
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【参考資料】

豊かさはどのように
考えられてきたか



豊かさをどのように考えるか ～幸福学～
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Appendix

参考）ダニエル・ネトロ(2007)「目からウロコの幸福学」（出典：前野隆司(2013) 「幸せの
メカニズム－実践・幸福学入門－」, 講談社現代新書）

地位財
positional goods

周囲との比較により満足
を得るもの

非地位財
non-positional goods

他人との相対比較とは関係
なく幸せが得られるもの

幸福の
持続性

低い

個人の進化・生存競
争のために重要

高い

個人の安心・安全な
生活のために重要

結婚
所得

社会的地位
物的財

健康
自主性

社会への帰属意識
良質な環境

自由
愛情



豊かさをどのように考えるか ～幸福学～
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Appendix

フォーカシング・イリュージョン…

「人は所得などの特定の価値を得ることが必ずしも幸福に直結しな
いにもかかわらず、それを過大評価してしまう傾向がある」
(Kahneman, et al., 2006)

参考）前野隆司(2013) 「幸せのメカニズム－実践・幸福学入門－」, 講談社現代新書

感情的幸福の度合いは、
年収7万5千ドルを境に比
例しなくなる

（＊上記は米国の世論調査(2009)
による。なお、人生満足度は年収
16万ドルまで比例するという別の
調査結果もある）

もっと多くの収入が欲し
いと思う人が一定数いる

（＊カンター・ジャパンの調査
(2012)によれば、「もっと多くの
財産があれば幸せなのに」と思う
人の割合が、日本では65%）



豊かさをどのように考えるか ～幸福学～
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Appendix

参考）前野隆司(2013) 「幸せのメカニズム－実践・幸福学入門－」, 講談社現代新書

やってみよう！因子
（自己実現と成長の因子）

コンピテンス
社会の要請
個人的成長
自己実現

ありがとう！因子
（つながりと感謝の因子）

人を喜ばせる
愛情
感謝
親切あなたらしく！因子

（独立とマイペースの因子）
社会的比較志向のなさ
制約の知覚のなさ
自己概念の明確傾向
最大効果の追求

なんとかなる！因子
（前向きと楽観の因子）

楽観性
気持ちの切り替え
積極的な他者関係

自己受容



豊かさをどのように考えるか ～国民総幸福量 (GNH)～
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Appendix

ブータンのGNHの4つの柱

GNHを計測する9つの指標

持続可能な公平
な社会経済開発

自然環境の保護
有形、無形文化

財の保護
良い政治

心理的な幸福 文化の多様性
時間の使い方と

バランス

生活水準・所得地域の活力

良い政治環境の多様性と
活力

国民の健康

教育



豊かさをどのように考えるか ～未来像に向けて～
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Appendix

文部科学省 総務省 欧州委員会 研究・イ
ノベーション総局

日立製作所 三菱総合研究所 みずほフィナンシャル
グループ

2050年のニッポ
ン～課題を乗り越
え、輝き続けるた
めに～(2017)

未来社会構想
2050(2019)

プロジェクト・ボ
ヘミア(2018)

未来をつかむ
TECH戦略(2018)

科学技術予測調査
(2019)

ビジョンデザイン

我が国の未来社会におい
て重視すべき４つの価値
①Humanity 変わりゆく
生き方、②Inclusion 誰
一人取り残さない、③
Sustainability 持続可能
な日本、④Curiosity 不
滅の好奇心と2040年の望
ましい社会の姿「人間性
の再興・再考による柔軟
な社会」について明らか
にした

2030年代の「実現した
い」未来像として、

①人づくり：年齢・性
別・障害の有無・国籍・
所得等に関わりなく、誰
もが多様な価値観やライ
フスタイルを持ちつつ、
豊かな人生を享受できる
「インクルーシブ（包
摂）」の社会

②地域づくり：地域資源
を集約・活用したコンパ
クト化と遠隔利用が可能
なネットワーク化により、
人口減でもつながったコ
ミュニティを維持し、新
たな絆きずなを創る「コ
ネクティッド（連結）」
の社会

③産業づくり：設計の変
更を前提とした柔軟・即
応のアプローチにより、
技術革新や市場環境の変
化に順応して発展する
「トランスフォーム（変
容）」の社会を示した

ＥＵの研究・イノベー
ション政策はＳＤＧｓの
実現に向けた四つの移行

• 社会的ニーズ：人々の
ニーズに応えること

• 生物圏：住みやすい地
球の保護

• イノベーション：変化
の力を利用すること

• ガバナンス：より良い
世界のために力を合わせ
ることに同時に取り組む
必要があるとした。また、
これらの四つの移行に関
連した研究・イノベー
ションを優先すべきとし
て、将来実現する可能性
が高い19のシナリオを作
成した。

将来の社会システムのあ
るべき姿をビジョンシナ
リオとして提示し、関係
者を巻き込みながら議論
を喚起する取組を展開し
ている。生活者の価値観
変化の方向性を示すこと
に主眼を置き、新たな技
術が意図せずに人にもた
らしてしまうかもしれな
い問題への対処の可能性
や、利便や効率だけでは
ない、技術の人への寄り
添い方を議論している。
近年では、「未来の信頼
のかたち」に着目し、信
頼という切り口から将来
の社会システム像として、
「高い透明性を持った１
対１の信頼」、「大企業
による集中管理に託す信
頼」、「自律し分散して
いくコミュニティの信
頼」の三つのシナリオを
描いた。

2050年に目指すべき世界
の姿を「豊かで持続可能
な世界」（ここでの「豊
か」とは、経済的な豊か
さのみならず、人との関
わり、働きがい、健康な
ど、総合的な暮らしの満
足度を示す。）であると
し、これを実現するには、
世界各国が、基本的人権
の尊重や法の支配、プラ
イバシーの尊重、持続可
能性の重要性などの価値
観・道徳・社会規範を共
有・順守が求められると
した。また、2050年まで
に世界経済の多極化が一
層進展することが予想さ
れ、仮に「豊かで持続可
能な世界」が実現されな
ければ、世界の分断が進
展し、気候変動への取組
等の国際的な合意形成も
困難となるとした。

2050年の日本のありたき
姿として、「誰もが安心
して安全に暮らせる社
会」を掲げ、「公平・公
正さ（フェア）の実現」
「生きがい・繋がり（エ
ンゲージド）の実現」
「豊かさと持続性（サス
テナブル）の実現」を目
標に設定している。

またこの実現に向けて、
「雇用・教育」「医療・
社会保障」「社会インフ
ラ」「環境・エネル
ギー」「産業構造」をそ
れぞれ変革していく必要
があると提言している。

参考）文部科学省(2020)「令和2年度版科学技術白書」
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Appendix

●人、人と人への意識の高まりと新たな関係構築の時代へ

●リアルとバーチャルが共存し選択する時代へ

●働き方／生活を、多様で豊かな生活／働き方から考える時代へ


